
臨床栄養学 
 

単位数（時間数）：1単位（30時間） 必修/選択：必修 履修年次：2年次 開講時期：前期 

 

科目責任者（職位・氏名）：非常勤講師・山崎久美子 

科目担当者（職位・氏名）： 

                                            

 

対応ＤＰ：基礎力をもった社会人 ケア・スピリット 看護専門職者としての基本姿勢 

看護の基礎的・専門的知識と技術 社会への関心と地域貢献 生涯学習・自己研鑽 

科目記号：35 

 

■ 授業概要 

生命維持に必要な栄養素とその機能、代謝の基本的知識を教授する。栄養状態の評価、食生活と

健康障害の関連について栄養管理の視点で解説し、治療・療養上必要となる主な栄養方法につい

て教授する。その上で、人間の発達段階及び治療過程における栄養の特徴、主な食事療法、栄養

食事指導・相談の基本について教授する。 

 

■ 到達目標 

1. 栄養素と機能や代謝、栄養状態の評価、食事摂取基準について理解し、説明できる。 

2. 年代別の身体的、栄養学的特徴を理解し、説明できる。 

3. 疾患別の栄養管理、食事療法の基本を理解し、個々人に合った対応を考えることができる。 

 

■ 教育内容 

人体の構造と機能、疾病の成り立ちと回復の促進 

 

■ キーワード 

栄養状態、食事摂取基準、栄養管理、食事療法、栄養食事指導・相談 

 

 

 

 

 



■ 授業計画（授業項目、授業内容・授業方法、担当教員） 

回 授業項目 授業内容・授業方法 担当 

1 臨床栄養学の基礎知識① 
臨床栄養学を学ぶ意義と看護、栄養とは／

講義・演習 
山崎 

2 臨床栄養学の基礎知識② 栄養アセスメント／講義・演習 山崎 

3 栄養食事指導の実際 

健康増進のための栄養食事指導：食生活指

針、健康長寿社会の実現に向けて、健康教

育の方法、食習慣改善のための栄養食事指

導：栄養食事指導の基本、チームアプロー

チと看護師の役割／講義・演習 

山崎 

4 食品成分と食事摂取基準 
食品成分とエネルギー、日本人の食事摂取

基準／講義・演習 
山崎 

5 日常生活と栄養① 食文化、運動と栄養／講義・演習 山崎 

6 日常生活と栄養②  
人生各期の健康生活と栄養：乳幼児期、学

童期、青年期／講義・演習 
山崎 

7 日常生活と栄養③ 
人生各期の健康生活と栄養：成人期、妊娠・

授乳期、高齢期／講義・演習 
山崎 

8 療養生活と栄養① 

治療による回復を促すための食事と栄養

管理：検査食、周術期、化学療法時、放射

線療法時／講義・演習 

山崎 

9 療養生活と栄養② 

栄養成分別のコントロール食：エネルギー

コントロール食、たんぱく質コントロール

食、脂質コントロール食、水・電解質コン

トロール食／講義・演習 

山崎 

10 療養生活と栄養③ 

嚥下障害のある人のための食事、経口摂取

できない患者のための栄養管理：経管栄

養、中心静脈栄養／講義・演習 

山崎 

11 疾患別の栄養食事療法① 
消化器系疾患：胃・十二指腸潰瘍、潰瘍性

大腸炎、クローン病／講義・演習 
山崎 

 

 



12 疾患別の栄養食事療法② 

消化器系疾患：急性肝炎、慢性肝炎、肝硬

変、脂肪肝、胆石症・胆嚢炎、急性膵炎、

慢性膵炎／講義・演習 

山崎 

13 疾患別の栄養食事療法③ 

内分泌・代謝疾患：肥満症、糖尿病、脂質異常

症(高脂血症)、高尿酸血症(痛風)、メタボリ

ックシンドローム／講義・演習 

山崎 

14 疾患別の栄養食事療法④ 

循環器系疾患：高血圧症、動脈硬化症、うっ血性心

不全、腎疾患：急性腎炎症候群、ネフローゼ症候

群、慢性腎臓病(ＣＫＤ)、透析療法／講義・演習 

山崎 

15 まとめ 振り返り／演習、質疑応答 山崎 

 

  



■ 履修条件 

特になし 

 

■ 成績評価方法 

期末試験 70％  課題レポート・小テスト 30％ 

 

■ 課題（試験やレポート等）に対するフィードバック方法 

・小テストは、当日または次回授業時に解説する。 

・課題レポート、小テストのフィードバックは、授業時に解説をするか、個別にコメントが必要

と判断した時はコメントを付して返却し行う。 

・期末試験は、試験後に採点基準と解説を Google Classroomにアップロード(掲示)する。 

 

■ 教科書 

・『デジタル ナーシング・グラフィカ』 メディカ出版 

疾病の成り立ちと回復の促進 ④ 臨床栄養学 

 

■ 参考書・参考資料等 

・「そのとき被災地は－栄養士が支えた命の食－」編集・発行 公益社団法人 岩手県栄養士会 

・日本人の食事摂取基準(2025年版) 

・教科書に記載している学習参考文献、ガイドライン等 

 

■ 準備学修に必要な時間及び具体的な学修内容 

・授業 1コマにつき、事前・事後学修としてそれぞれ 90分程度必要とする。 

・事前学修として、指定された範囲の教科書を読み、内容をノート等に要約すること。 

・事後学習として、授業時配布資料や教科書、ノート等を読み、内容が理解できているかどうか

を確認すること。 

 

 

 

 

 

 



■ 担当教員からのメッセージ 

・普段から栄養や食の知識などを書籍、新聞、雑誌、テレビ、インターネットなどから積極的に

得るようにしてください。 

・自分自身の食事内容や生活習慣に関心を持ち、健康状態を維持・増進し、各自の目標達成を目

指してください。 

・試験、課題レポート、小テスト等の提出物に記入する文字・数字等は、読み取れるように丁寧

に書いてください。読み取れない時は採点できません。くれぐれもご注意ください。 

 

■ 研究室、連絡先、オフィスアワー 

学務課へお問い合わせください。 

 

■ 担当教員の実務経験の有無 

有 

 

■ 担当教員の実務経験 

・岩手県立病院において、管理栄養士・栄養士として約 40年、傷病者の栄養管理・栄養食事指導

を行ってきた。現在は、クリニックにて外来栄養食事指導・相談を担当している。 

 

■ 教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 

無 

 

■ 教員以外で指導に関わる実務経験者 

 

■ 実務経験を活かした教育内容 

病院の管理栄養士としての実務経験を生かし、看護専門職の立場や、看護専門職との連携を踏ま

えて、臨床栄養学の基礎、人間の発達段階及び治療過程における栄養の特徴、食事療法、栄養食

事指導・相談について講義を行っている。 

 


